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【事例２】産業廃棄物削減活動 

事業所名 住友電気工業株式会社 横浜製作所 

事業内容 非鉄金属の製造 

従業員数 1,886名 (令和元年11月30日現在) 

廃棄物データ 

 

産業廃棄物 発生量計：2070.4t  

特別管理産業廃棄物 発生量計：1.9t 

※平成30年度実績 

 

１．事業所の概要  

住友電気工業株式会社横浜製作所は横浜市の南端に位置し、敷地面積は約400,000㎡

で、光ファイバ・ケーブル、光コネクタ、融着接続機、光アンプ、光・電子デバイス等

の情報通信関連製品の製造拠点となっており、これらの情報通信関連を下支えしている

研究開発部門もある。 

 

２．取組の概要  

(1) 廃プラスチック類の削減 

ケーブル製造工程で発生する主な廃プラスチックでPEオーバーフロー屑と呼んでい

るPE（ポリエチレン）素材の塊がある。ケーブルを被覆するもので、溶かして使用し

ており条件調整等で使えない部分が一定量発生する。 

(2) 産業廃棄物分別の徹底 

通常の事務系廃棄物から部門独自の産業廃棄物まで様々な廃棄物が発生する。家庭

での分別とは対応が違うものもあり、従業員に周知する必要がある。 

 

３．取組の内容 

(1) 廃プラスチック類の削減 

PEオーバーフロー屑は年間105トン（2018年度実績）発生し、廃プラスチック排出

量の16％を占めている。弊社では横浜製作所の他に大阪製作所、伊丹製作所、茨城製

作所と4か所の製造拠点があり、拠点間の交流で優良な委託会社の情報交換を実施し

ている。令和元年度、PE売却先の有力な情報が入手でき、サンプル評価を経て、PEオ

ーバーフロー屑の有価売却に成功した。更に、光ファイバ巻取用ABS素材のボビンも

廃棄物として発生している事から、同じ委託会社でサンプル評価を実施した結果、こ

ちらも有価購入頂けることになった。 

 

 

PEオーバーフロー屑 

   

                        ABS素材のボビン          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペレット状の原料 

溶けて固まった不要部分 
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(2) 産業廃棄物分別の徹底 

様々な廃棄物に対して、社内報等で廃棄方法についてアナウンスを実施しており、

イントラネットを活用して各廃棄物のリストを作成して安全環境グループのHPに掲載

している。 

新たな廃棄物の問い合わせに対応した際は、その都度リストに追記して更新し、社 

内の各部門からの廃棄物排出実績を月毎にグラフ化してHP上で公開している。収集運

搬委託会社には引取り時に間違った物が入っていた場合は、回収せずに警告表示をし

てもらうよう依頼している。この表示は安全環境グループが委託会社に相談して作成

した。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．苦労した点 

(1) 廃プラスチック類の削減 

PEオーバーフロー屑、ボビン屑の有価売却が決定したが、基本は車上渡しとなるた

め積込み対応が必要になる。そこで、他の廃棄物収集運搬委託会社に積込みのみを依

頼して、2019年6月から実際の有価売却を開始した。流れとしては有価引取りと積込

依頼をしているそれぞれの委託会社の都合を確認して引取り日を決定している。ボビ

ンの積込では、置場が複数あるため製作所内の移動が発生する。更にPEオーバーフロ

ー屑とボビン屑の両方を積む際は、それぞれ計量を行う為、１回の積込み（1台）で

積込み場所移動と計量場への往復により製作所内を行き来することが多々あり、これ

は現在も行っている。 

 

 PEオーバーフロー屑の積込 

                    ボビンの積込 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 産業廃棄物分別の徹底 

各廃棄物の分別方法を安全環境グループのHPに掲載しているが、載っている廃棄物

の捨て方に関しての問合わせがあり、アナウンス不足を感じている。また、研究開発

部門からは新たな廃棄物が発生することもあり、委託会社の確認や収集運搬許可申請

が必要になるものもあり、問合わせから引取り実施までに非常に長い期間が掛かって

しまう場合がある。 
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５．取組の成果 

(1) 廃プラスチック類の削減 

   2019年6月から有価引き取りを開始。月平均15トンの実績。（下記グラフ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 産業廃棄物分別の徹底 

   数値として表しにくいが、収集運搬委託会社に確認すると分別間違いは少なくなっ

ており、更に中間処理委託会社へ現地視察した際に話を聞くと弊社からのゴミは非常

に分別がしっかりしているとの声も聞け、一定の効果が出ていると実感している。 

  （下記表は社内規定に掲載している分別表の一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月から有価

引き取り開始 
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６．課題と今後の取組 

事業系一般廃棄物の取組としては、製作所内にある食堂から毎日発生する生ゴミを、

月平均で2.7トンを委託会社に引取ってもらっている。一般廃の中では排出量が多い

為、排出量を減らすべく残渣処理装置を導入して排出量を削減する取組をしている。 

残渣処理装置とは、微生物の働きにより生ゴミを分解する装置で2019年9月中旬に

設置、試運転を実施して10月から稼働している。（下記グラフは食堂生ゴミ排出量推

移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この残渣処理装置を更に活用するため、週1回実施している食堂グリストラップ清掃

から出る汚泥を減らす実験を実施している。この汚泥量も年間で見ると結構な量となっ

ている（75トン/2018年度実績）。具体的方法としては、食堂の厨房からバキューム車

で吸った排水や残渣を排水処理装置の直前で、残渣をキャッチするバスケットを通して

放水し、水分のみを排水処理装置へ戻し、バスケットでキャッチした残渣を残渣処理装

置へ投入すればバキュームでの引取り量は減ることになる。バスケットの設置方法や網

の目のサイズ等も数種類用意して作業方法を調整中で早期の導入を目指している。 

また、弊社では環境保全活動の一環で先に記載した従業員への産業廃棄物分別・リサ

イクルに関する情報提供やルールの徹底等により、令和元年度で9回目の3R活動優良

企業に認定して頂いている。他にも、社会貢献活動としてハマロード・サポーターに登

録して製作所周辺や最寄り駅までの通勤路の清掃活動等も行っており令和元年度、横浜

市より永年表彰された。 

今後の課題として、製作所内の各部門、工場は生産することに集中しており、良いも

のを安全に早く安く作るのが主な目標になっている。廃棄物の担当としては、さらに

「環境に優しく作る」ことも目標としてもらうべく現在の産業廃棄物を取り巻く状況を

理解してもらい、製造で発生する廃棄物が少しでも減るよう製造方法や、原料の変更等

の改善ができないか、また、発生した廃棄物を少なくできないかを各部門、工場全体で

考えてもらうよう各活動を進めている。 

 

残渣処理装置導入 

稼働開始（10月～） 


